
第８回 香川県立病院経営評価委員会会議次第 

 

        日時：平成２４年９月１０日(月)１４時～ 

        場所：県庁本館２１階特別会議室 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 議 題 

（１）平成23年度県立病院事業決算（見込み）について 

 

（２）平成23年度中期実施計画の実施状況 

 

（３）平成23年度中期経営目標の実施状況 

 

（４）「中期実施計画」の策定について 

 

（５）その他 

 

４ 閉 会 

 

（配布資料） 

資料１  香川県立病院の現状と今後のスケジュール 

資料２  平成23年度県立病院事業会計決算（見込み） 

資料３  平成23年度中期実施計画の主な取組み 

資料４  中期経営目標達成状況 

資料５  平成23年度中期実施計画実施状況 

資料６-１ 県立病院中期実施計画の概要 

資料６-２ 県立病院中期実施計画 

 



資料１ 

１．香川県立病院の現状と今後のスケジュール 

 

（１）香川県立病院の現状等 

 

 中央病院 
（県の基幹病院） 

丸亀病院 
（県の精神医療の基幹病院） 

白鳥病院 
（地域の中核病院） 

がん検診センター 
（がん検診の拠点施設） 

検診事業 
（人間ドック、がん検診、生活習

慣病検診等） 
 

診療科目 

内科、呼吸器内科、消化器内科、

循環器内科、神経内科、外科、呼

吸器外科、心臓血管外科、脳神経

外科、小児外科、整形外科、形成

外科、小児科、皮膚科、泌尿器科、

産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、ﾘﾊ

ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、放射線科、歯科、歯

科口腔外科、麻酔科  
（２３科）

内科、心療内科、思春期心療内科、

精神科、リハビリテーション科、

歯科 

 

（６科）

内科、呼吸器内科、消化器内科、

循環器内科、外科、心臓血管外科、

整形外科、小児科、眼科、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ

ｰｼｮﾝ科、放射線科、麻酔科 

（１２科）

内科、消化器科、呼吸器科、循環

器科、外科、婦人科、放射線科 
 
 

（７科） 

許可病床数 
一般 631床（うち結核 5床） 
（稼動 550床〔うち結核 5床〕）

精神 215床 
（稼動 209床） 

一般 150床 － 

主な指定等 

・救命救急センター 
・基幹災害拠点病院 
・へき地医療支援センター 
・地域がん診療連携拠点病院 
・病院機能評価認定  
・DPC適用病院（Ⅱ群）  
・地域医療支援病院 等 

・精神科救急拠点病院(現在休止)
・精神科救急輪番病院 
・精神科救急情報センター 
・精神結核合併症患者への対応 
・医療観察法（通院・鑑定） 
・応急入院指定病院 等 

・病院群輪番制への参加 
・無医地区への巡回診療 
・SARS病床の設置 
・大川地区小児夜間救急医療への

参加 
・広域救護病院 等 

・人間ドッグ健診施設機能評価 
認定 等 

 



（２）　県立病院の現状と今後のスケジュール
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① 収益的収支の状況 (消費税抜、単位:百万円、％) ② 病院ごとの収支状況  (単位:百万円)

       区       分 平成23年度 平成22年度 増  減 伸　率

医業収益 18,180 17,786 394 2.2

　うち入院収益 12,674 12,494 180 1.4

　うち外来収益 4,732 4,490 242 5.4

医業外収益 2,963 3,275 △ 312 △ 9.5

　うち一般会計繰入金 2,342 2,538 △ 196 △ 7.7

その他収益 3 42 △ 39 △ 92.9

総収益 21,146 21,103 43 0.2

医業費用 20,397 20,048 349 1.7

　うち給与費 11,949 12,032 △ 83 △ 0.7

　　うち退職給与金 1,232 1,128 104 9.2

　うち材料費 4,818 4,584 234 5.1

　うち経費 2,263 2,110 153 7.3

　うち減価償却費 1,220 1,171 49 4.2

医業外費用 554 580 △ 26 △ 4.5

その他費用 173 460 △ 287 △ 62.4

総費用 21,124 21,088 36 0.2

   総収支 22 15 7

　 経常収支 192 433 △ 241

   累積欠損金 △ 12,250 △ 12,272 22

③ 患者数・診療単価・主な指標の状況 ※下段（　）は本庁分を除いた額

※がん検診センターの入院欄には、健康診断の状況を記載している。

平成２３年度県立病院事業会計決算見込みの概要

病
院
事
業
費
用

病
院
事
業
収
益

病 院 名 項目 平成23年度 平成22年度 増減

総収益 16,159 15,959 200

総費用 15,673 15,209 464

収支差 486 750 △ 264

総収益 1,745 1,827 △ 82

総費用 1,956 2,007 △ 51

収支差 △ 211 △ 180 △ 31

総収益 2,446 2,540 △ 94

総費用 2,699 3,055 △ 356

収支差 △ 253 △ 515 262

総収益 796 777 19

総費用 796 816 △ 20

収支差 0 △ 39 39

丸亀

主 な 増 減 理 由

中央

・入院収益：＋392[診療単価＋1,894円（58,030円→59,924円）]
　　　　　　　　　更なる急性期医療への特化、新たな施設基準の取得による増等
　　　　　　　　　（平均在院日数の短縮　13.0日→12.4日、実新患者数　＋531人）
　　　　　　　　　手術料　＋266（循環器科 ＋226、心臓血管外科 ＋28）
・外来収益：＋177[診療単価 ＋337円（13,364円→13,701円）]　抗がん剤治療の増等
・繰入金：△191
・給与費：＋30[給料 △131、退職給与金 ＋101、報酬 ＋55 ]
・材料費：＋274　[薬品費 ＋113（抗がん剤等高額薬品増）、診療材料費 ＋252（高額手術件数増）、給食材料費 △101 ]
・経費：＋98[委託料 ＋223、修繕費 △34、雑費 △102 ]

・入院収益：△60[診療単価 ＋111円（14,456円→14,567円）]
　　　　　  延患者数 △4,557人（病棟改修に伴う入院調整[入院から通院への切替]の平年度化）
・外来収益：＋29[診療単価 ＋358円（9,985円→10,343円）]  延患者数 ＋1,690人（デイケア、訪問看護の推進）
・繰入金：△68
・給与費：△87[給料 △43、退職給与金 △19 ]

白鳥

・入院収益：△152[診療単価△507円（38,113円→37,606円）]　延患者数 △3,497人（外科医師△1人）
・外来収益：＋73[診療単価＋434円（5,707円→6,141円）]　延患者数 ＋4,609人
・繰入金：△6
・給与費：△10[給料 △29、退職給与金＋22 ]
・材料費：△40[薬品費 △16、診療材料費 △25 ]　手術件数 △24件
・特別損失：△358[22年度には旧建物等の取り壊しに伴う固定資産除却損を計上 ]

・外来収益：△38[診療単価△263円（12,550円→12,287円）]　延患者数 △2,637人
・検診収益：△5[検診単価＋431円（20,732円→21,163円）]　延検診者数 △552人
・給与費：△17[給料 △5、手当 △10 ]

がん検

平成23年度 平成22年度 23計画

平成23年度 平成22年度 増　減 平成23年度 平成22年度 増　減 平成23年度 平成22年度 増　減 平成23年度 平成22年度 増　減 平成23年度 平成22年度 増　減 22 15 285

176,129 175,116 1,013 87.5 87.2 0.3 59,924 58,030 1,894 252,610 245,732 6,878 13,701 13,364 337 100.9 102.1 101.8

49,773 54,330 △ 4,557 65.3 70.3 △ 5.0 14,567 14,456 111 34,530 32,840 1,690 10,343 9,985 358 91.6 91.2 93.0

37,079 40,576 △ 3,497 67.5 74.9 △ 7.4 37,606 38,113 △ 507 109,751 105,142 4,609 6,141 5,707 434 51.7 54.3 55.5

13,315 13,867 △ 552 － － － 21,163 20,732 431 19,535 22,172 △ 2,637 12,287 12,550 △ 263 （参考） 23決算 23当初 増　減

262,981 270,022 △ 7,041 79.1 81.3 △ 2.2 48,192 46,270 1,922 416,426 405,886 10,540 11,364 11,063 301 22 176 △ 154

白 鳥 病 院 給与費比率（％）

がん検診センタ－

合       計 損益(23当初比)

損益（百万円）

中 央 病 院 経常収支比率(％)

丸 亀 病 院 医業収支比率(％)

  区    分

入　　　　　　　　　　　　　　　院 外　　　　　　　　　　来 主な指標

延患者数(人) 稼働病床利用率  (％) 診療単価（円） 延患者数（人） 診療単価（円） 項目

資料２

































資料４

実績 実績 実績 実績 実績 見込 目標

％
入院　６０
外来　５６

入院　６０
外来　６１

入院　６４
外来　６２

入院　６２
外来　６２

入院　６７
外来　６６

入院　６７
外来　６８

70

目標値は未達成であったが、１８年度の調査開始から年々と患者満足度は向上しており、各
病院の取り組みが効果として表れている。

％ 85.7 81.0 71.4 95.2 81.0 85.7 100.0

％ 0.0 50.0 55.5 44.4 100.0 100.0 100.0

％ 90.9 90.9 94.8 91.4 91.9 94.0 100.0

中央病院、がん検診センターは目標値を達成しているが、丸亀病院が６０％、白鳥病院が７
３％と未達成となっており、両病院の医師確保に鋭意取組んでいる。

人 7 9 10 12 13 15 20

目標値は未達成であったが、認定看護師数は２３年度までに１５名に達しており、２４年度も２
名の派遣を計画している。

％ 40.7 20.4 36.4 31.7 47.9 54.2 100.0

目標値は未達成であった。勤務形態等の影響で受講率が向上しない問題を改善するため、
未受講者に対してDVDによる受講を進めており、受講率向上に取組んでいる。

中央病院 11,340 11,712 12,707 13,346 14,162 14,624 12,990

高度・急性期医療への機能特化や地域医療機関との連携を深めたことで、診療単価の上昇
に繋がり、目標を達成した。

丸亀病院 1,749 1,588 1,487 1,338 1,145 1,112 1,450

６病棟から４病棟へのダウンサイジングを行い、２３年度から思春期・ストレスケア病床の設
置を行ったが、病棟改修時の入院調整の影響が続き、入院患者数（入院収益）が減少し、目
標未達成となった。

白鳥病院 1,915 2,150 2,094 2,175 2,261 2,187 2,520

外科医師不足等が影響し、手術件数・入院患者数の減少により、目標未達成となった。今
後、医師確保が大きな課題である。

がん検診センター 884 874 850 809 716 754 920

２５年度に新中央病院に統合されることが影響し、外来患者数が減少したことから、目標未達
成となった。

（参考）
津田診療所

541 137 107 ― ― ― ― ―

合計 16,429 16,461 17,245 17,668 18,284 18,677 17,890

中央病院の医業収益の改善が大きく影響し、県立病院事業全体では目標を達成した。

中央病院 56.7 58.3 54.7 51.1 49.0 46.6 54.0

丸亀病院 95.0 99.8 96.5 100.9 106.8 103.1 88.0

白鳥病院 56.1 55.9 57.3 55.8 58.5 57.3 49.0

がん検診センター 54.8 57.2 58.6 53.9 63.5 58.2 54.0

（参考）
津田診療所

132.7 72.3 85.0 ― ― ― ―

合計 63.1 62.1 59.0 55.6 54.3 51.7 55.5

｢県立病院経営会議｣を１９年度に設置し、２ヶ月毎、６回／年の頻度で開催した。２０年度か
らは、毎月毎、１２回／年の頻度に見直し、以後、継続して実施している。

病院事務局について左記の組織改定を行った。

２０年度に看護師長、副看護師長への任用チャレンジ制度を導入し、２１年度以降、毎年、同
制度から昇任を行っている。

引き続き、導入に向けて検討を行う。

件 0 5 25 47 81 138 40

目標を達成した。

件 2 2 4 6 8 11 10

目標を達成した。

卒後臨床研修医充足率は目標未達成であるが、後期臨床研修医充足率については、目標
達成となった。２４年度の卒後臨床研修医充足率は９５．２％まで向上しており、引き続き、優
秀な医師確保に取組む。

２１年３月に策定した、｢技能職業務等の見直し方針｣に沿って、２３年度までに段階的に技能
職業務のアウトソーシングを実施した。

【アウトソーシング実施業務】
中央病院：入院診療報酬請求業務（２２年度）、給食業務、庁舎管理業務（２３年度）
丸亀病院：医事業務、庁舎管理業務、クリーニング業務（２３年度）
白鳥病院：入院診療報酬請求業務、庁舎管理業務、配膳業務（２２年度）

中央病院は技能職のアウトソーシングを進めたこと、また、医業収益が増加したことから、目
標達成となった。丸亀病院、白鳥病院、がん検診センターについては、技能職のアウトソーシ
ングを進めたが、医師不足等により医業収益が減少したことで、目標未達成となった。
県立病院事業全体では、中央病院の人件費比率の低下が大きく影響し、目標を達成した。

導入に向け検討中

(３)職員参画による病院経営

職員提案からの実現件数

QC活動（BSC活動）からの実現件数

３
経
営
基
盤
の
確
立

(１)組織・人事管理の見直し

経営会議の設置

(2)給与制度の見直し 医師への成果主義の導入

病院事務局の組織改正

人件費比率(退職給与
金を除く）

20年度実施済（各病院に総務企画課設置）
21年度実施済（丸亀病院医事課を廃止、総務企画課に統合）
22年度実施済（白鳥病院課制を廃止）

看護師等への任用チャレンジ制度の導入 20年度制度化実施済、21年度以降、毎年配置済

19年4月設置済（６回／年開催）、20年度以降は１２回／年開催を継続

2
収
支
改
善
に
向
け
た
取
組
み

(１)収益の確保 医業収益

１９年度

百
万
円

％

認定看護師数

(3)安全･安心な医療の提供 医療安全研修受講率

(２)費用の適正化

１
県
民
本
位
の
医
療
の
提
供

(１)患者の視点に立った医療の提供 患者満足度調査による満足度の向上

(2)高度・良質な医療の提供

卒後臨床研修医充足率（中央病院）

後期臨床研修医充足率（中央病院）

医師充足率

23年度
総　括

　　中期経営目標達成状況

目標 指標
1８年度 20年度 23年度21年度 22年度

資料４


























































































































































































































































































































































































